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議員総会 
開催
議員総会 
開催
平成30年度事業計画・予算が
承認されました。
（詳細は2頁に掲載）

提言には「鉄道のまち」として地域活性化を促し、
「活力ある白山市」を目指す内容が盛り込まれている。
（詳細は５頁に掲載）

青年部
白山市へ
提言書提出

青年部
白山市へ
提言書提出

今月の
あさがおさん
 vol.42
佐藤　友希さん
　さ　とう　　　ゆ　 き

　『世の中は三日見ぬ間の桜かな』という俳句の
様に、季節のめぐりが速く感じます。桜は咲き、散
ってゆきます。機会を逃さない様にと師に教えら
れました。新年度の始まりです。
　ご意見・ご感想ございましたら、是非、メールで
お知らせ下さい。お待ちしております。
 （竹田）

E-mail：takeda@hakusancci.or.jp

編集後記

TEL 274-4724  FAX 274-4353
白山市村井町152番地2

迅速! 安心! 安全!
No.1!地域

実績
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IT経営フォーラム「身近な実践事例に学ぶ中小企業のIT経営」
　白山商工会議所人材育成員会では、ITを通じた会員企業の経営効率改善や働き方改革を推進
するため、IT経営フォーラムを企画いたしました。
　身近な中小・小規模企業のIT経営への取組事例の紹介や、ITツール導入時のコスト、苦労さ
れた点等のお話をお聞きすることで、今後、ITツールの導入を検討されている皆様にとって、少
しでも何かのご参考になれば幸いに存じます。
　この機会に是非、ITツールの活用や業務の効率化についてご検討されてはいかがでしょうか。

日　　時　　5月11日（金）　午後2時~4時
場　　所　　グランドホテル白山
対　　象　　どなたでも（会報に同封したチラシにてお申込み下さい）
受 講 料　　無料
内　　容　　事例発表とパネルディスカッション

協和道路㈱　（道路舗装工事業）
㈱ケイエスディ　（各種システム開発業）
北本運輸㈱　 （一般貨物自動車運送業）
北崎自動車工業㈱　 （自動車整備業・一般貸切旅客運送業）
ホクショー㈱ 　（物流自動化システム機器製造業）
㈱池元　（左官・外構工事業）　　　　　　　　　の6社を予定

主催:白山商工会議所　人材育成委員会
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会報  白山商工会議所

議
員
総
会

健
康
経
営
の
推
進
を
最
重
要
課
題
に

　

三
月
二
十
九
日︵
木
︶︑
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
白
山
に
お
い
て
︑平
成
二
十
九
年
度

第
二
回
通
常
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
︒

　

議
案
と
し
て
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

︵
案
︶及
び
収
支
予
算︵
案
︶が
提
出
さ
れ
︑

審
議
︑承
認
さ
れ
ま
し
た
︒

　 

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画 

Ⅰ
．基　
本　
方　
針

　

わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
︑総
じ
て
回
復

基
調
に
あ
り
北
陸
の
景
気
は
バ
ブ
ル
崩
壊

以
降
︑初
の﹁
拡
大
を
し
て
い
る
﹂と
の
強

い
表
現
が
使
わ
れ
︑投
資
意
欲
の
高
ま
り

は
︑好
調
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
自
動
車

関
連
に
限
ら
ず
多
く
の
業
種
に
波
及
し
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
し
か
し
地

方
の
中
小
零
細
企
業
に
と
っ
て
は
︑ま
だ

そ
の
実
感
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑業
種
に
よ
ら
ず
人
手
不
足
も
指

摘
さ
れ
女
性
活
躍
の
推
進
や
︑働
き
方
改

革
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
︑中
期
事
業
計
画

﹃
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ⅲ
﹄

に
基
づ
き﹃
従
業
員
の
健
康
無
く
し
て
企

業
の
発
展
は
な
い
﹄と
い
う
視
点
か
ら
︑

企
業
が
従
業
員
の
健
康
に
配
慮
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
︑健
康
で
働
き
や
す
い
環
境
を

つ
く
り
︑生
産
性
や
創
造
性
の
向
上
に
よ

り
企
業
が
発
展
す
る﹃
健
康
経
営
﹄の
推

進
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
︒

　

北
陸
新
幹
線
白
山
総
合
車
両
所
及
び
春

に
開
業
す
る﹃
道
の
駅 

め
ぐ
み
白
山
﹄を

活
用
し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て
も
︑会
員

各
位
︑行
政
を
は
じ
め
関
係
機
関
︑そ
し

て
地
域
住
民
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
オ
ー
ル
白
山
で
交
流
人
口
の
拡
大
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

　

そ
の
他
︑会
員
企
業
へ
の
経
営
サ
ポ
ー

ト
の
強
化
や
藤
枝
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
団
体
と
の
交
流
推
進
並
び
に

﹁
開
か
れ
た
市
民
会
議
所
﹂と
し
て
情
報

発
信
を
図
る
と
と
も
に
︑部
会
・
委
員
会

活
動
を
よ
り
活
発
に
推
進
し
地
方
創
生
に

向
け
て
︑こ
れ
ま
で
の
既
成
概
念
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
︑斬
新
な
発
想
と
行
動

を
も
っ
て
会
員
企
業
を
は
じ
め
︑行
政
や

地
域
を
構
成
す
る
関
連
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
諸
施
策
の
企
画
・
立
案
︑提
言
等
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

　

Ⅱ
．重　
点　
施　
策

一
．組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

二
．経
営
支
援
︑相
談
体
制
の
充
実
・
強
化

三
．人
材
の
育
成

四
．地
域
の
振
興

五
．交
流
の
推
進

六
．広
報
の
充
実

Ⅲ
．具
体
的
事
業
項
目

︽
太
字
部
分
：
新
規
及
び
重
点
事
業
︾

一
．
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

① 

会
員
増
強︵
新
規
六
〇
事
業
所
︶及
び

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

② 

部
会
︑委
員
会
活
動
の
充
実
︑強
化

③ 

青
年
部
︑女
性
会
活
動
へ
の
支
援

④ 

事
業
収
入
の
増
強

⑤ 

各
種
行
事
へ
の
会
員
の
参
加
推
奨

⑥ 

職
員
の
意
識
改
革
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
体
制
の
強
化

⑦ 

﹁
あ
ん
し
ん
共
済
﹂制
度
及
び
各
種
保

険
制
度
の
普
及
推
進

二
．
経
営
支
援
、相
談
体
制
の
充
実
・
強
化

（
中
小
企
業
相
談
所
事
業
）

① 

経
営
発
達
支
援
事
業（
伴
走
型
支
援
事

業
）に
基
づ
く
支
援
強
化

② 

経
営
革
新
等
支
援
機
関
認
定
制
度
の

支
援
強
化

③ 
企
業
ド
ッ
ク
制
度
︑
専
門
家
派
遣
制

度
に
よ
る
経
営
支
援
強
化

④ 

中
小
企
業
再
生
支
援
・
事
業
転
換
支
援

相
談
事
業
の
強
化

⑤ 

創
業
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
の

強
化

⑥ 

事
業
承
継
及
び
後
継
者
育
成
の
支
援

強
化
、事
業
承
継
税
制
の
普
及
啓
発

⑦ 

新
技
術
︑新
製
品
開
発
に
対
す
る
情

報
提
供
と
支
援
活
動

⑧ 

Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
事
業
の
推
進

⑨ 

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
に
よ
る
支
援

推
進

⑩ 

小
規
模
企
業
共
済
︑
経
営
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
共
済
及
び
中
小
企
業
退
職
金
制

度
の
普
及
推
進

⑪ 

金
融
支
援

• 

公
的
資
金︵
政
府
系
︑県
・
市
制
度
融

資
︶の
利
用
促
進
及
び
金
融
指
導
業

務
の
強
化

• 

金
融
機
関
と
の
連
携
の
強
化

⑫ 

経
営
指
導
員
等
の
巡
回
相
談
に
よ
る

積
極
的
な
支
援

⑬ 

﹁
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
﹂の
設

置
⑭ 

労
働
保
険
事
務
組
合
の
運
営
と
未
加

入
事
業
所
へ
の
加
入
促
進

⑮ 

中
小
企
業
の
景
気
動
向
︑ト
レ
ン
ド

の
把
握
と
対
策

⑯ 

各
種
補
助
金
、助
成
金
制
度（
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
等
）の
情
報
提

供
、利
用
促
進

三
．
人
材
の
育
成

① 

Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
と
活
用
及
び
各
種

講
習
会
︑勉
強
会
の
実
施

② 

健
康
宣
言
企
業
へ
の
支
援
及
び『
健

康
経
営
』の
普
及
推
進

③ 

創
業
応
援
塾
︑
産
学
連
携
に
よ
る
人

材
育
成
塾
の
実
施

④ 

日
本
商
工
会
議
所
検
定
事
業︵
簿
記
︑

珠
算
等
︶の
普
及
・
促
進

⑤ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
山
と
の
連
携
に
よ

る
就
職
面
接
会
の
開
催
及
び
雇
用
安

定
の
た
め
の
各
種
助
成
金
制
度
の
情

報
提
供

⑥ 

永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
の
実
施

⑦ 

事
業
所
集
団
定
期
健
康
診
断
の
実
施

及
び
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
の
活

用
推
進

四
．
地
域
の
振
興

︵
一
︶商
工
業
振
興
事
業
の
推
進

① 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
へ
の
対
応

② 

中
心
市
街
地︵
商
店
街
︶活
性
化
支
援

の
促
進

③ 

白
山
総
合
車
両
所
及
び
道
の
駅「
め

ぐ
み
白
山
」を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
の
推
進

④ 

地
場
産
品
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
普
及

啓
発

⑤ 

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
地
域

の
活
性
化

︵
二
︶観
光
振
興
事
業
の
推
進

① 

白
山
・
白
川
郷
一
〇
〇
㎞
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン
へ
の
協
力

② 

産
業
観
光
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
の
推
進

③ 

白
山
市
の
地
域
力
再
発
見　

知
っ
と

る
ツ
ア
ー
の
開
催

④ 

白
山
市
観
光
連
盟
等
︑
観
光
団
体
と

の
連
携
に
よ
る
広
域
観
光
の
推
進

⑤ 

二
〇
二
〇
年
全
国
商
工
会
議
所
観
光

振
興
大
会
in
金
沢
に
向
け
て
の
協
力

︵
三
︶環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

① 

食
品
ロ
ス
削
減
運
動
の
推
進

② 

省
エ
ネ
活
動
の
推
進

五
．
交
流
の
推
進

① 

市
内
経
済
団
体
及
び
各
種
団
体
と
の

広
域
連
携
の
推
進

② 

市
民
と
の
交
流
事
業
の
開
催

③ 

農
商
工
連
携
に
よ
る
地
産
地
消
の

推
進

④ 

国
際
交
流
及
び
国
際
化
支
援
事
業
の

推
進

⑤ 

藤
枝
商
工
会
議
所
と
の
交
流
推
進

⑥ 

松
任
文
化
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー

プ
ン
事
業
の
実
施

六
．
広
報
の
充
実

① 

会
報
︑Ｈ
Ｐ
︑メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
の

充
実
と
各
種
情
報
の
発
信

② 

あ
さ
が
お
テ
レ
ビ
に
よ
る
情
報
発
信

ऩೖ� （千円） 
会費・負担金 57,100
補助金 51,500
事業収入 16,990
手数料収入 12,940
繰入金 12,000
積立金取崩収入 90
その他 4,430
前期繰越金 22,350
収入合計 177,400

 
�ग़ࢧ （千円） 
事業費 32,160
管理費 106,390
繰出金 12,000
引当金積立金 3,430
予備費 23,420
支出合計 177,400

会費・負担金
32％

事業費
18％

予備費　13％

前期繰越金
13％その他

2％

積立金取崩
収入 0％

繰入金
7％

引当金積立金
2％

手数料・使用料
7％

繰出金
7％

事業収入　10％ 補助金　29％

管理費　60％

平
成
三
十
年
度
収
支
予
算

平
成
三
十
年
度 
収
支
予
算



－ 4 －－ 5 －

会報  白山商工会議所

青
年
部
だ
よ
り
◆
卒
業
式

　

三
月
十
七
日（
土
）、
当
所
青
年
部
は
、

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山
に
て
卒
業
式
並
び

に
祝
賀
会
を
開
催
し
、卒
業
生
を
含
む
メ

ン
バ
ー
約
五
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
本
田
会
長
よ
り
卒
業
生
に
向
け

て
、感
謝
状
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、祝
賀
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
、卒
業
生
に
と
っ
て

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
日
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、青
年
部
活
動
に
貢
献

し
て
頂
い
た
卒
業
生
の
皆
様
、長
い
間
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

卒
業
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
左
記
の
方
々

で
す
。（
敬
称
略
）

大
黒
友
理【
Ｋ
＆
Ｔ
ミュー
ジッ
ク
ス
ク
ー
ル
】

中
村
健
彦【
中
村
商
事
㈱
】

西
出
直
人【
㈲
西
出
建
設
】

安
井
健
一【
安
井
電
気
工
事
㈱
】

和
田　

泰【
㈱
武
田
商
事
】

◆「
鉄
道
の
ま
ち
白
山
」を
�

市
へ
政
策
提
言

　

三
月
三
十
日（
金
）、白
山
市
役
所
に
て
、

同
市
を「
鉄
道
の
ま
ち
」
と
し
て
盛
り 

上
げ
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
政
策
提
言

書
を
ま
と
め
、山
田
憲
昭
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

二
〇
二
三
年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀 

延
伸
を
見
据
え
て
、白
山
総
合
車
両
所
の

一
般
公
開
日
併
せ
て「
鉄
道
祭（
仮
）」を

開
催
す
る
な
ど
、市
民
が「
鉄
道
の
ま
ち
」

と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性

を
示
し
ま
し
た
。

　

山
田
市
長
は「
四
月
か
ら
国
土
交
通
省

か
ら
副
市
長
を
迎
え
て
、国
と
連
携
し
な

が
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

提
言
一
　「
鉄
道
の
ま
ち
白
山
」の

住
民
へ
の
意
識
付
け

○
白
山
市
が
、古
く
か
ら
鉄
道
に
関
わ
っ

て
き
た
歴
史
を
持
ち
、加
え
て
三
つ
の
車

両
基
地
を
市
民
に
広
く
知
ら
し
め
る
。

○「
白
山
市
＝
鉄
道
の
ま
ち
」
と
い
う 

認
識
を
、白
山
市
民
が
理
解
し
、自
覚
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

提
言
二
　「
鉄
道
の
ま
ち
白
山
」の
発
信

○「
白
山
市
＝
鉄
道
の
ま
ち
」
と
い
う 

イ
メ
ー
ジ
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
。

○
白
山
市
全
体
を「
鉄
道
の
ま
ち
」と
し

て
演
出
す
る
。
統
一
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
制
作
な
ど
、

テ
ー
マ
に
添
っ
た
演
出
で
イ
メ
ー
ジ
を

作
っ
て
い
く
。

提
言
三
　
集
客
力
向
上
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
開
催

○「
鉄
道
の
ま
ち
」を
効
果
的
に
活
用
し

集
客
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、電
車
に

関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

○
地
元
企
業
と
の
連
携
、既
存
施
設
の
有

効
利
用
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
地

域
振
興
を
目
指
す
。

提
言
四
　
親
子
が
楽
し
め
る

体
験
型
施
設
の
整
備

○
鉄
道
に
関
連
し
た
体
験
型
施
設
を
整
備

し
、新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
発
信

す
る
。
白
山
市
の
特
性
で
あ
る
三
つ
の 

車
両
基
地
を
活
か
し
た「
見
る
」だ
け
で

な
く「
体
験
で
き
る
」施
設
を
目
指
す
。

○
体
験
型
の
施
設
と
す
る
こ
と
で
親
子
で

楽
し
め
る
空
間
と
な
り
、さ
ら
に
祖
父
母

も
含
め
た
三
世
代
の
集
客
も
で
き
る
。

提
言
五
　
地
域
経
済
へ
の
還
元

○「
鉄
道
の
ま
ち
白
山
」と
い
う
資
源
に

よ
り
発
生
す
る
経
済
活
動
や
環
境
の
整

備
、人
や
情
報
の
流
れ
を
地
域
経
済
に
還

元
す
る
新
た
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

○
広
範
囲
に
わ
た
る
経
済
効
果
を
生
み
出

す
こ
と
で
、地
位
活
性
化
を
促
し
、将
来

世
代
を
呼
び
込
む「
活
力
あ
る
白
山
市
」

を
目
指
す
。

議
員
・
評
議
員
の
変
更

　

こ
の
た
び
、異
動
に
よ
り
、次
の
方
が

新
し
く
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
　

　
評
議
員
　

建
設・不
動
産
業
部
会・建
設
産
業
部
会

合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

三
月
二
十
二
日（
木
）建
設
・
不
動
産
業

部
会
（
﨑
田
一
成
部
会
長
）
並
び
に
建
設 

産
業
部
会（
河
端
三
郎
部
会
長
）は
、
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
白
山
に
お
い
て
、
白
山
市
長

の
山
田
憲
昭
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、 

「
白
山
市
政
に
つ
い
て
」と
題
し
て
合
同
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
両
部
会
で
五
十
三
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

山
田
市
長
は
ま
ず
白
山
市
の
現
状
に 

つ
い
て
、
現
在
の
人
口
が
約
十
一
万
三
千

人
ま
で
増
え
て
お
り
市
税
収
入
も

百
八
十
五
億
円
と
合
併
後
一
番
大
き
な
額

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
が
、
一
方
で
近
年
法
人
税
率
が
引
き

下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
今
後
の
税
収
の

伸
び
方
に
は
少
し
心
配
な
面
が
あ
り
、
政

策
を
打
ち
出
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
十
八
歳
未
満
の
医
療
費
無
料
化
な

ど
子
育
て
世
代
に
対
し
て
優
し
い
環
境
を

整
え
て
お
り
、
今
年
二
月
に
発
行
さ
れ
た

「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」
に
掲
載
さ
れ
た 

「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」に

お
い
て
人
口
十
万
人
以
上
の
部
門
で
総
合

第
七
位
、
子
育
て
世
代
で
は
第
三
位
と
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
人
口
増
加

に
繋
が
っ
て
い
る
と
市
長
は
感
じ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

次
に
白
山
市
内
の
企
業
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
、
最
近
は
生
産
活
動
が
活
発
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
直
近
の
有
効
求
人
倍
率
が

二
・
六
七
倍
と
白
山
市
始
ま
っ
て
の
以
来

の
数
字
と
な
り
、
人
手
不
足
の
状
況
で
は

あ
る
が
平
成
三
十
二
年
度
の
白
山
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て
区

画
整
理
や
新
た
な
工
業
団
地
の
準
備
も
進

め
て
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
新
幹
線
車
両
所
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
現
在
週
二
日
の
一
般
公
開
を
常
時

公
開
と
な
る
こ
と
で
地
域
振
興
に
つ
な
げ

た
い
。
体
験
ブ
ー
ス
を
設
け
、
新
幹
線
の

安
全
性
・
信
頼
性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
も
期
待
し
て

い
る
。
西
松
任
駅
に
つ
い
て
は
北
安
田
の

区
画
整
理
が
完
了
し
、
売
り
に
出
さ
れ
る

平
成
三
十
二
年
度
ま
で
に
完
成
す
る
の
が

ベ
ス
ト
で
あ
り
、
最
低
で
も
駅
が
で
き
る

の
か
を
決
定
さ
れ
る
よ
う
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
四
月
二
十
七
日
に
オ
ー
プ
ン
を

控
え
た
道
の
駅「
め
ぐ
み
白
山
」に
つ
い
て

は
、
休
憩
、
物
販
、
情
報
の
場
と
し
て
多

く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
白
山
市
の

顔
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
の
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

は
く
さ
ん
創
業
応
援
塾

　

創
業
を
検
討
し
て
い
る
方
、
創
業
後 

間
も
な
い
方
を
対
象
と
し
た「
は
く
さ
ん

創
業
応
援
塾
」が
三
月
十
日（
土
）、十
一

日（
日
）の
二
日
間
に
わ
た
り
白
山
商
工
会

議
所
で
開
催
し
五
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

㈱
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ワ
ー
ク
ス
の
多
田
年

成
氏（
中
小
企
業
診
断
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）よ
り
、

創
業
時
に
失
敗
し
な
い
や
り
方
や
、資
金

調
達
方
法
な
ど
を
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
、「
業
種
に
応
じ
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、参
考
に
な
り
ま
し

た
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
に

は
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
資
金
調
達
に

つ
い
て
、石
川
県
労
働
保
険
事
務
組
連
合

会
か
ら
労
働
保
険
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小松　与志郎　氏
（株）北國銀行　松任支店

支店長

續木　佑央　氏
伊丹産業（株）千代野営業所

所長

商
工
会
議
所
人
事

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
付

定
年
退
職　

事
務
局
長　

川
北
秀
樹

平
成
三
十
年
四
月
一
日
付

事
務
局
長
兼
務

常
務
理
事　

竹
内　

茂

提言書を山田市長へ手渡す本田会長

答辞を述べる安井氏

提言書について説明する木戸政策委員長



－ 6 －－ 7 －

会報  白山商工会議所

第
��
回
優
良
生
徒
表
彰
式
開
催

　

三
月
二
十
一
日（
水
）、白
山
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
て
、白
山
珠
算
連

盟
主
催
の
優
良
生
徒
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、白
山
市
内
お
よ
び
近
隣
の
珠
算
塾
よ

り
推
薦
の
あ
っ
た
四
十
九
名
の
生
徒
が
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

加
藤
義
裕
会
長
よ
り
表
彰
状
を
受
取

り
、受
賞
者
を
代
表
し
て
上
仙
愛
弓
さ
ん

が「
友
達
に
誘
わ
れ
始
め
た
そ
ろ
ば
ん
で

す
が
、級
が
上
が
る
に
つ
れ
て
先
生
の
指

導
も
厳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、一
度
も
辞

め
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生

の
厳
し
く
暖
か
い
ご
指
導
の
お
陰
で
目
標

の
一
級
も
は
た
し
、段
位
を
取
る
ま
で
に

成
長
で
き
ま
し
た
。
今
日
の
感
激
を
忘
れ

ず
、中
学
生
に
な
っ
て
も
そ
ろ
ば
ん
を
続

け
ま
す
。」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
に
は
来
賓
と
し
て
山
田
憲
昭
白
山
市

長
、福
田 

裕
副
会
頭
が
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
へ
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、表

彰
者
の
晴
れ
が
ま
し
い
気
持
ち
も
一
層
高

ま
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
は
、父
兄
や
各
教
室
の

先
生
を
交
え
和
や
か
に
交
流
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
、最
後
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
四
十
九
名

　

上
仙　

愛
弓　
　

藤
田　

琉
加

　

石
崎　

功
大　
　

吉
本　

晃
琉

　

森　
　

大
知　
　

野
田　

瑛
心

　

北
條　

友
聖　
　

磯
賀　
　

翠

　

高
森　

来
厘　
　

澤
﨑　

萌
杏

　

石
木　

妃
奈　
　

津
田　

賢
吾

　

硎
野　
　

凜　
　

北
村　

和
花

　

東
本　

侑
燈　
　

下
村　

紅
葉

　

隅
谷　

圭
貴　
　

西
村　

美
咲

　

津
田　

留
菜　
　

西
野
瑠
己
那

　

西　
　

桃
花　
　

中
野　

寧
々

　

清
水　

陽
生　
　

扇
谷　

茉
心

　

橋
本　

夏
凛　
　

山
本　

実
命

　

西　
　

雄
大　
　

坂
口　

晄
太

　

古
田
美
季
奈　
　

石
坂　

蒼
菜

　

山
田　

侑
吾　
　

前
田　

颯
天

　

加
藤　

琉
衣　
　

石
本　

藍
利

　

世
戸
紳
之
典　
　

南
部
琉
叶
伽

　

米
澤　

日
菜　
　

水
島　
　

楓

　

藤
井　

光
夢　
　

村
岡　

裕
介

　

西
田　
　

燿　
　

玉
村　

瑠
惟

　

大
屋　

颯
真　
　

岡
本
龍
乃
輔

　

中
根　

瑚
子　
　

西
野　

沙
紀

　

山
岸
萌
々
花　
　

谷
内　

星
舞

　

森
田　

幸
祐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

「働き方改革」と
各種労働法への対応に注意

　急速な人口減少、少子高齢化の流れの中で、長
時間労働の抑制や休暇取得の促進など、働き方の
見直しが求められており、これらの取組は従業員
の確保や定着率の向上などに有利につながってい
くものです。
　「働き方改革」を行っている企業からは、長時間
労働を抑制できた」とか、「業務の効率化や生産性
の向上につながった」等の意見も寄せられていま
す。【グラフ１･2】
　一方で 4 月からは「無期転換ルール」により無
期労働契約への転換申込みが本格化するほか、障
害者の法定雇用率が 2.0% から 2.2% に引き上げら
れ、これらへの対応も欠かせません。

　多様な働き方が進む現在、女性や若者、高齢者、
障害者等、働く方の意欲や能力を十分に発揮でき
る雇用環境づくりが必要となっています。
　皆さまのお悩みに少しでもお役に立てるよう、お
気軽にハローワークをご利用ください。

　ハローワーク白山で取り扱う求人や求職など雇
用の動きについてご案内してきましたが、今回は
「使える助成制度」についてです。

トライアル雇用と
キャリアアップ助成金

　従業員を雇い入れる際に、募集する職種の経験
がない方を雇い入れるときに有効なのが「トライ
アル雇用」です。3ヶ月間、試行的に雇用し、労働
者の適正や能力を確認した上で常用雇用へ移行す
ることが出来るため、ミスマッチを防ぐことが出
来ます。トライアル雇用期間中は、有期の労働者
として雇用することとなりますが、一定の要件を
満たした場合、助成金の支給を受けることが出来
ます。
　求人を申し込む際に制度利用を前提とした求人
票の提出が必要となりますので窓口でご相談くだ
さい。

　次におすすめしたいのが「キャリアアップ助成
金」です。
　前回、人材を確保する上で「働きやすい・働き
がいのある職場づくり」が大切だと言うことをお
話ししました。有期契約労働者、短時間労働者、
派遣労働者といったいわゆる非正規雇用の労働者
を企業内で正社員への転換、賃金規定の改定等、
処遇改善の取り組みを実施するなどキャリアアッ
プを促進するための取組を実施した事業主に対し
て支給される助成金です。
　ご利用には事前に計画を提出する必要があります。

ハローワーク白山　所長がお話しします！
白山地域の雇用情勢　№4　使える助成制度 寄稿　ハローワーク白山

　　　宮崎　栄一郎　所長

ʲάϥϑ �ʳ

େきな効Ռが
出ている　1�5ˋ

2�hʮಇきํվֵʯに向͚たऔの効Ռは૯͡て
　どのΑうにおߟえです ʁ͔ɦ

ʮಇきํվֵʯのऔに関するΞンέーτɿੴ࿑ಇہ

ʲάϥϑ �ʳ
2�h（ʮେきな効Ռが出ているʯຢはʮগし効Ռが出ている）場合ʱ
　どのΑうな効Ռが出ています ʁ͔ɦ（ෳՄ）

গし効Ռが
出ている　
44�2ˋ

औを
行ͬていない　
30�7ˋ
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お
知
ら
せ

　
﹃
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
山
所
長
が

お
話
し
し
ま
す
！
﹄は
︑宮
崎
氏
の

異
動
に
伴
い
︑
次
回
よ
り
後
任
の

米
澤
氏
に
よ
る
連
載
と
な
り
ま
す
︒

　

宮
崎
様
︑あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
︒

ハローワーク白山からのお知らせ
ओのօ༷ۀࣄ˗

新規学校卒業予定者を対象とする求人説明会を開催します!
ɾ࣌　�݄��ʢ݄ʣ࣌�ޙޕ��d࣌���
ɾॴ　നࢢࢁຽަྲྀηϯター�֊େձٞ ʢࣨനࢢࢁޫ�ஸ�൪ʣ

　
にご参ՃԼさいɻܰؾのཹҙなどの手ଓきをઆ໌しますɻおߟબ、ࠐ成、申࡞人ථのٻ

ʲお合せ 　rനڞެࢁ職業҆定所（ϋローワーΫനࢁ）　ٻ人・ޏ用ԉॿ部門　5&-275-4131

ঁੑ会׆ڥಈใࠂ「エコキャップ運動」
ঁੑ会では、ڥ活ಈのҰͱして、ペοτϘτϧのΩϟοプ回ऩをしていますɻ
平成29年の回ऩ実

　キャップ個数　84,925個　　収集重量　197.5㎏
（参考:ポリオワクチン99人分相当）

ूめたΩϟοプはݯࢿͱして࠶ར用さΕ、ͦ のച٫ӹにΑり్上ࠃのڙࢠたͪ
のワΫνンにد༩さΕますɻ
օ༷のご協力にײ謝いたしますɻനࢁ会ٞ所ೖޱに回ऩϘοΫスを設ஔし
ておりますɻ今後ともご協力をお願いします。1個からでもOK!
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藤
枝
市
に
あ
る
金
比
羅
山
と
藤
枝

市
の
中
心
を
流
れ
る
瀬
戸
川
沿
い
に

は
、
約
一
，
〇
〇
〇
本
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
あ
り
ま
す
。
約
二
キ
ロ
に

わ
た
っ
て
続
く
桜
ト
ン
ネ
ル
は
、東

海
地
区
最
大
級
の
長
さ
を
誇
り
、圧

巻
の
美
し
さ
で
す
。
ま
た
、夜
間
に

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
実
施
さ
れ
、幻

想
的
な
夜
桜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

三
月
二
十
六
日（
月
）〜
四
月
八
日

（
日
）の
期
間
で
、第
四
十
回
と
な
る

〝
金
比
羅
山
・
瀬
戸
川
桜
ま
つ
り
〞が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桜
ま
つ
り
に

伴
い
会
場
周
辺
の
商
店
街
等
で
は
、

藤
枝
伝
統
の
男
の
子
の
お
ひ
な
さ
ま

「
志
太
天
神
」
や
こ
の
時
期
に
し
か

見
ら
れ
な
い
貴
重
な
お
ひ
な
さ
ま
を

展
示
す
る〝
志
太
天
神
ひ
な
街
道
〞も

開
催
さ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

˔อো༰
口数

お支払事由 1口 2口 3口 4口 5口

死
亡

不慮の事故により死亡したとき
��ۚݥอࡂ�ۚݥอࢮ 250万円 500万円 750万円 1,000万円 1,250万円

上記以外の事由により死亡したとき
��ۚݥอࢮ 50万円 100万円 150万円 200万円 250万円

高
度
障
害

不慮の事故により高度障害状態になったとき
��ۚݥอোߴࡂ�ۚݥอোߴ 250万円 500万円 750万円 1,000万円 1,250万円

傷害または疾病により高度障害状態になったとき
��ۚݥอোߴ 50万円 100万円 150万円 200万円 250万円

入
院
・
治
療

不慮の事故による入院
�ೖӃڅۚ�ʢ�Ҏ্��ݶʣ

1日につき
2,000円

1日につき
4,000円

1日につき
6,000円

1日につき
8,000円

1日につき
10,000円

ガンで1日以上の入院をしたとき
�ΨϯೖӃҰۚ࣌�ʢ�ʹ�ճݶʣ 2万円 4万円 6万円 8万円 10万円

6大生活習慣病で1日以上入院したとき
��େੜ׆श׳පೖӃҰۚ࣌�ʢ�ʹ�ճݶʣ 1万円 2万円 3万円 4万円 5万円

ガンの治療を直接の目的とした先進医療の治療を受けたとき
�ΨϯઌਐҩྍҰۚ࣌� 5万円 10万円 15万円 20万円 25万円

੍ʣڅձٞॴಠࣗͷ༰ʢ白山څ੍ۚͷݟ˔
口数

お支払事由 1口 2口 3口 4口 5口

不慮の事故による通院見舞金 5日以上 一律 1万円 一律 2万円 一律 3万円 一律 4万円 一律 5万円
病気による入院見舞金 5日以上 一律 1万円 一律 2万円 一律 3万円 一律 4万円 一律 5万円
上記見舞金は、ケガで5日以上実通院したとき、病気で5日以上の継続入院したとき、どちらかを年1回限度とします。

˔ֹֻ݄ۚ
保険年齢 性別 1口 2口 3口 4口 5口

ࡀ��～ࡀ�� 男　性 900円 1,800円 2,700円 3,600円 4,500円女　性

ࡀ��～ࡀ�� 男　性 1,301円 2,601円 3,902円 5,202円 6,503円
女　性 907円 1,814円 2,721円 3,628円 4,535円

ࡀ��～ࡀ�� 男　性 1,772円 3,543円 5,315円
女　性 1,080円 2,159円 3,239円

（継続のΈ）ࡀ�� 男　性 2,159円
女　性 1,290円

（継続のΈ）ࡀ�� 男　性 2,304円
女　性 1,375円

（継続のΈ）ࡀ�� 男　性 2,503円
女　性 1,480円

（継続のΈ）ࡀ�� 男　性 2,718円
女　性 1,595円

（継続のΈ）ࡀ�� 男　性 2,953円
女　性 1,721円

※掛け金は更新日（平成29年6月1日）の年齢に応じて記載のとおりと
なります。なお、中途加入者の年齢計算基準日も更新日（平成29年
6月1日）となります。（年齢は満年齢で計算し、1年未満の端数は、
6ヵ月を超えるものについては切り上げて1年とし、6ヵ月以下の以
下のものは切り捨てます。）

※掛け金は定期保険（団体型）の保険料率計算の結果、変更となる場合
があります。

お問合せ先 白山ձٞॴ� 5&-���������
引受保険会社 Ξクαੜ໋อ᷂ݥ� 5&-���������

※加入に際してはパンフレット、重要事項説明書（契約概要・
注意喚起情報）を必ずご覧ください。

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を
4/16~6/29に実施いたします。本キャンペーンは、『商工会議
所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の
福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
 『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職
金準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保障ニーズにお応
えするものです。

　あんしん共済は、入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付　定期保険（団体型）
に白山商工会議所独自の給付制度（見舞金制度）をプラスした共済です。

◆業務上・業務外を問わず24時間保障　◆1年更新で医師の診査なし
◆剰余金があれば配当金もあり!　◆健康増進に役立つ付帯サービス　等の特長があります。
会員のみなさまの福利厚生制度にご活用いただけます。

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国
各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

友
好
コ
ー
ナ
ー

藤
枝
商
工
会
議
所
を
知
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ࡩ　ށɾࢁͷ໊所　　ۚൺཏࢬ౻

商工会議所福祉制度　あんしん共済をお勧めします！ ベストウィズクラブ　商工会議所福祉制度キャンペーン実施のお知らせ

キャンペーンに向けて　アクサ生命　白山オフィスの 羽田所長からメッセージ
アクサ生命保険株式会社小松営業所　白山オフィス　羽田　立志　所長

　アクサ生命は「会員事業所の福利厚生の充実・地域社会発展への貢献・商工会
議所財政基盤の強化」を目標にお客様から選ばれる企業を目指しております。
　2018年２月に会員事業所の「企業経営のサポート」を目的とした新たな福祉
制度「フォローアップライフ」（災害保障重点期間設定型定期保険）を発売いたし
ました。この福祉制度により、事業承継対策はじめ、役員退職金、企業の財務強
化としてお役にたてるものと確信致しております。つきましては、共済・福祉制
度推進員が訪問した際は、ご理解とご協力をお願いいたします。
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ձٞॴૣ؍ؾܠظଌ

-0#0ௐࠪ 今回の調査結果のポイント
「業況DIは、3カ月ぶりの改善。先行き
は回復への期待感あるも、ほぼ横ばい」

調査期間:
2018年3月14日～20日
調査対象:全国の422商工会議所が
3,887企業にヒアリング

◆全国の業況
　3月の全産業合計の業況DIは、▲15.8と、前月から＋1.3
ポイントの改善。電子部品や産業用機械、自動車関連の生産
が全体を牽引したほか、インバウンドを含む観光需要や都市
部を中心とした再開発、設備投資が引き続き堅調に推移した。
他方、深刻な人手不足や原材料費・燃料費の上昇、食料品・日
用品に対する消費者の低価格志向を指摘する声は依然とし
て多い。中小企業の景況感は、総じて緩やかな回復基調が続
いているものの、その動きは力強さを欠いている。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲14.0（今月比＋1.8
ポイント）と改善を見込むものの、「悪化」から「不変」への変
化が主因であり、実体はほぼ横ばい。個人消費の持ち直しや
インバウンドを含めた観光需要拡大、生産や設備投資の堅調
な推移への期待感がうかがえる。他方、人手不足の影響拡大
や、原材料費・燃料費の上昇、コスト増加分の価格転嫁の遅れ、
米国による追加関税措置の影響など世界経済・貿易に対する
先行き不透明感を懸念する声も多く、中小企業の業況感はほ
ぼ横ばいで推移する見通し。
◆北陸信越の概況
○全産業の業況DIは、前月と比べ改善。産業別にみると、製
造業、小売業、サービス業で改善、その他の2業種で悪化した。
各業種から寄せられたコメントは以下のとおり。
○「製造業や建設業からの依頼が多く、売上は改善。引っ越
し需要も多いため、来月も売上増を見込んでいる」（運送業）、
「建材価格や人件費・外注費の上昇により、採算が悪化したこ
とに加え、先月の積雪の影響から、工期に遅れが生じている」
（建築工事業）、「国内外問わず受注は好調だが、人手不足から、
納期を延長せざるを得ないことが増えている」（医薬品製造業）
○業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改善の
見込み。産業別にみると、建設業で悪化、その他の4業種で改
善の見込み。
◆産業概況
　産業別にみると、今月の業況DIは前月に比べ、建設業で悪
化、小売業でほぼ横ばい、その他の3業種で改善した。各業種
から寄せられた特徴的なコメントは以下のとおり。

ʲݐઃۀ「r公共工事が減少し、売上は悪化。人件費上昇に
よる採算圧迫や受注機会の損失など、技術者不足の影響も
深刻化している」（土木工事業）、「工場などの設備投資需要
が多く、売上は改善した。生産性向上を図るため、ICTを活
用した新しい施工技術の導入を検討している」（一般工事業）

ʲۀ「r輸出が引き続き好調で、売上は改善。だが、
アメリカによる鉄鋼・アルミ製品の追加関税が日本にも
適用されれば、当社の売上に影響が生じるのではないか
と懸念している」（金属製品製造業）、「燃料費や運送費、
原材料価格などの上昇が続き、採算の確保が難しい。
販売先に対する価格転嫁交渉を進めると同時に、コスト
を抑えた新商品の開発を急がねばならない」（繊維製造業）

特に好調
(50≦DI)

好調
(25≦ＤＩ＜50)

まあまあ
(0≦ＤＩ＜25)

不振
(▲25≦ＤＩ＜0)

きわめて不振
(ＤＩ≦▲25)

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

ਤؾఱؾܠ

全業種

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

前年同月比 先行見通し

全国 全国北陸信越 北陸信越

▲15.8 ▲20.3 ▲14.0 ▲13.8

▲13.5 ▲21.4 ▲21.2 ▲42.9

▲6.1 10.3 ▲4.6 15.8

▲18.8 ▲31.6 ▲16.2 ▲5.3

▲26.9 ▲28.1 ▲24.7 ▲25.0

▲16.3 ▲40.0 ▲8.5 ▲17.1

 
ʲαーϏεۀ「r燃料費や人件費の上昇で、採算の確保に
は苦戦しているが、新年度に向けた引っ越し需要や製造
業からの依頼が多く、売上は堅調」（運送業）、「人手不足
の深刻化から、営業時間を短縮せざるを得ず、売上は 
悪化。それでも客の来店が集中する時間帯には、料理の
提供が遅れるなど、対応が間に合わないことがある」（飲
食業）

ʲখചۀ「rインバウンド需要が引き続き好調なことに加え、
例年より暖かい日が続いたことで、春物衣料に動きが見ら
れ、売上増となった」（衣料品小売業）、「消費者の低価格志
向が根強く、売上は悪化。人件費や仕入価格が上昇して
いるが、他社が商品価格を据え置いているため、価格転嫁
に踏み切れず、採算も悪化した」（スーパーマーケット）

ʲԷചۀ「r製造業や建設業からの発注が増加し、業績は
改善。ベースアップの実施や社内教育の強化により、社員
の士気・営業力を向上させ、さらなる売上増を図る」（化学
製品卸売業）、「供給不足に伴う農産物価格の高止まりに
より、採算は悪化した。だが、今月は天候が落ち着いたた
め、来月には高値が一段落する見込み」（農産物卸売業）

（単位:千円）നࢁձٞ所ͷऔѻ͍༥ࢿঢ়گ 業種欄:上段:当月分、下段:今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

0 0 1 12,000 0 0 3 4,800 4 16,800
2 30,000 9 65,000 2 6,800 7 29,300 20 131,100

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営安定支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 50,000 1 32,000 3 50,000 0 0 5 132,000

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県地域商工業
活性化融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 12,000 2 18,500 0 0 3 16,600 6 47,100

県小口零細融資 0 0 3 19,000 0 0 0 0 3 19,000
0 0 12 51,700 1 5,000 8 31,850 21 88,550

県創業者支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 4,000 1 10,000 0 0 2 14,000

市中小企業
特別支援資金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
創業者支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合         計 0 0 4 31,000 0 0 3 4,800 7 35,800
4 92,000 25 171,200 7 71,800 18 77,750 54 412,750

平成30年3月末日現在

石川県職業能力開発協会からのお知らせ
中小企業の皆さんへ　厚生労働省　ものづくりマイスター制度のご案内

ものづくりマイスターを
　無料で実技指導に派遣します

　こんな時は、すぐご相談を
　　　◆新人や若手の技能向上を進めたい
　　　◆熟練者の技能を若手に継承させたい
　　　◆技能検定の合格率をＵＰさせたい

「ものづくりマイスター制度」は、高い技能を持つ「ものづくりマイスター」を
無料で中小企業に派遣し技術指導をおこなう制度です

　○対象者 中小企業の若年者
　○派遣費用 謝金・交通費は協会が負担します
　○材料費 規定の範囲内で協会が負担します
　○受講回数 年間 1 人 20 回まで
　○会場 自社で開催出来ます
　○コーディネート 指導者・指導内容・実施日など、派遣に関する調整は 
  無料で協会が行います
　○お願い 職種･日程等でご希望に添えない場合もあります

　詳しくは、　技能振興コーナ―　☎076-254-6487　
　または　ホームページを参照ください

公的試験　　平成３０年度前期　
  　コンピュータサービス技能評価試験
　　　  一般募集試験のご案内　　

教育訓練施設や事業所において、コンピュータを
活用して各種のサービスを行う人々の能力を評価
する試験です

受験資格
特に制限はありませんので、どなたでも受験できます

試験実施部門

試験日程

詳しくは、
　　検定課　☎076-262-9020
　　または、ホームページを参照ください

コンピュータサービス技能評価試験とは

部　　門　　名

ワープロ部門

受験申請
受付期間

表計算部門

試 験 日

合格発表

平成 30 年 4 月 23 日（月）
　　～ 5 月 18 日（金）［消印有効］

平成 30 年 6 月 16 日（土）

平成 30 年 6 月 29 日（金）

石川県職業能力開発協会 検索石川県技能振興コーナー 検索
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無料個別相談 日時 会場 相談員 備考

金融なんでも相談 5月15日（火）
10: 00～12:00 白山商工会議所

３階研修室

日本政策金融公庫
担当者 5月14日（月）

16時までに
要予約。無料法律相談 5月15日（火）

13:00～15:00
弁護士法人金沢税務法律事務所
担当者
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雇用保険手続を行う皆様へ

雇用保険手続の際には必ずマイナンバーの届出をお願いします
平成30年5月以降、マイナンバーの記載が必要な届出等（※）にマイナンバーの記載が
ない場合には、返戻しますので、記載の上、再提出をお願いします。

マイナンバーは雇用保険の各種申請・届出を行う際の様式において記載が必要な事項として厚生労働省令で
定められたものです。記載がない場合はこれに反することになります。

※マイナンバーの記載が必要な届出等は以下のとおりです。

①～⑤の届出等（③④は初回の申請）の際には、届出等に必ずマイナンバーの記載をお願いします。

③④のうち平成年月以後に初回申請を行った際にマイナンバーの届出を行っていない場合は、２回目
以降の申請時等の機会を捉え、個人番号登録・変更届をあわせてお持ちください。

ハローワーク白山

①雇用保険被保険者資格取得届
②雇用保険被保険者資格喪失届
③高年齢雇用継続給付支給申請
④育児休業給付支給申請
⑤介護休業給付支給申請

上半期のセミナー計画（予定）
6݄27（ਫ）ɹܦཧのྗ��εςοϓΞοϓηϛφー
7݄19（）ɹδΣτϩқ࣮࠲ߨ（δΣτϩۚͱ࠵ڞ）
8݄� 2（）ɹӦڧྗۀ化ηϛφー（ίϛϡχέーγϣϯηϛφー）
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　東京日本橋に株式会社ふらここ、という社名の中小企業
がある。主事業はひな人形・五月人形の製造販売、社員数
は約30人である。設立は10年前の2008年、現社長の原英
洋氏が、自宅の一室でスタートした企業だ。同業界は、少
子化や核家族化・生活様式の変化などで、衰退傾向が著し
いが、こうした厳しい環境下で、あえて創業したのである。
その同社の経営の考え方・進め方は、市場の高い評価を受け、
業績は2008年の創業から今日まで10年間右肩上がりである。
　では、なぜ衰退産業といわれているひな人形・五月人形
の業界にあって、一貫して成長発展してきたのであろうか。
その要因は多 あ々るが、ここでは3点に絞り述べたい。
　第1点は、潜在需要の発掘・提案。
　上述したように、同業界の最大の問題は少子化もさるこ
とながら、世帯の3分の2の家族が近年、ひな人形・五月人
形を買っていないという実態である。業界の関係者の多く
はその原因を、住宅事情や嗜好（しこう）の変化とみる中、
原社長は「消費者は買わない・買いたくない……」ではなく、「買
いたいひな人形・五月人形がない……」と評価したのである。
　そして、購買決定権者である20代後半から30代のお母さ
ん方にターゲットを絞り、市場調査を重ねた上に制作したのが、
現在の商品群である。
　ちなみに、同社のひな具・ひな人形は、40㎝程度の空間
に飾ることのできる小さな人形であり、その人形の顔も、か

つての人形の常識であった「うりざね顔」ではなく、1～2歳
の子どもをイメージした「童顔」である。
　第2点は、製販一体のビジネスモデルの構築。
　同業界の製造・販売組織は、歴史的に製造業者と、そ
れを販売する業者とが明確に分かれ、すみ分けをされてきた。
その境界線を打破しようと同社は、販売店任せの流通販売
から「自分で考えたものを自分で売る……」というITを利
活用した製販一体型のビジネスモデルを構築させたのである。
　第3点は、職人を大切にする経営を実践。
　同業界のキーマンは、専門職人であり、価値ある専門職
人の有無により業界の盛衰が決定するにもかかわらず、これ
までこうした職人を必ずしも大事にするという経営が行われ
てきたとは言い難い状況であった。扱うものが季節商品であ
るということもあり、専門職人への支払いはもとより、その
生産も極めて季節性が強い。これでは専門職人が育ち・定
着するはずはないが、同社はそこを逆手に取り、職人の経
営や家計が安定する「五方よし」の経営を実践したのである。
　これまで職人は繁忙期だけ仕事があり、職人への支払い
もシーズンが終わってからが一般的であった。そうしたこと
が要因となり、職人が業界から離れていった。そこで同社
は年間安定発注をし、支払いも毎月行うことで、職人が再
び戻ってきたのだ。

人を大切にする経営学会　会長　坂本　光司

「伝統を革新する『株式会社ふらここ』」
会員紹介コーナー

代 表 者  原　久也 
業　　種 自動車販売・整備業 
住　　所 白山市五歩市町274-3 
T　E　 L 076-276-6050 
F　A　X 076-276-5223 

代 表 者  細川　みゆき　　　　
業　　種 小売業
住　　所 白山市藤木町18番地　
電話番号 076-275-1155　　
U R L  https://nagomiyakkyokuh.jimdo.com/
メ ー ル  nagomiyakkyokuh@yahoo.co.jp

一人一人性格が違うように、
一人一人の体質も症状も
違って当たり前です。
だからこそ、その人に合った
最良の改善方法があるはずです。
病気を作り出してしまった
原因(生活習慣)を探し出す事が、
健康→改善への第一歩となります。
健康の基本は食事です。
腸は「第二の脳」「肌を映す鏡」とも
言われています。
腸をキレイにすることが、
様々な症状改善への近道です。
腸が喜ぶ食事をしましょう。

自分の身体は自分で守り自分で治す
和み薬局

　当社はこの度、創業４０周年を迎えるこ
とが出来ました。これもひとえに、地域の
皆様が支えて下さったおかげです。
　当社は、展示車こそ少ないですが、中古
車オークションの経験・実績は豊富で、お
客様のご要望やご予算に応じて全国の
オークション会場に足を運び、ご希望に
沿ったクルマを調達することを得意として
おります。
　新車・中古車販売から、整備や保険など
クルマに関するご相談なら何でも当社に
お尋ねください。
　レンタカーとして、バス・ワゴン車の貸し
出し等も承っております。

おかげさまで４０周年！
～お客様のニーズにあったクルマをご用意します！～

株式会社 ハラ自動車

レンタカー

キャリアカー

オークション会場

なんとなく身体の不調の方・・・
敷居の高かった漢方薬、
気軽に試してみませんか？？

毎月様々な健康教室を行っております。
ＨＰ、ＦＢ、インスタ　でチェック！

藤木町

中ノ郷町

向島町西

●ひろ助産院

西洋料理ゲデレー●

●マイクロプロセス㈱22

22

和み薬局

加
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業
開
発
道
路

五歩市北

五歩市南

㈱ハラ自動車

8 8
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白
山
市
立
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学
校

●
㈱北陸サンライズ TSUTAYA

松任
●

北陸
本線

アクサ生命保険株式会社
北陸支社　小松営業所　白山オフィス　
〒924-0871　白山市西新町159-2 松任産業会館4F　 
TEL 076-274-3318 

平成30年度  会費納入のお願い
日頃より白山商工会議所の運営にご協力を賜り、
ありがとうございます。
商工会議所会費についてご案内いたします。
口座振替の事業所の方は 5月1日（火） に指定口座
より自動振替させていただきます。
なお、口座振替を利用していない事業所の方の納
入期限につきましても 5月1日（火） です。
振込又は事務所窓口までご持参くださいますよ
う宜しくお願いいたします。

平成30年工業統計調査にご協力ください
6月1日現在で工業統計調査が行われます。

この統計調査は工業の実態を明らかにすることを目的とした重要な統計です。
調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。
調査対象は製造事業所（従業者4人以上）になります。
対象となる事業所には、5月中に調査員がお伺いしますので、ご協力をお願いします。
なお、調査内容を統計の作成以外の目的に使用することはありません。

問い合わせ/白山市企画振興部情報統計課　　電話（076）274-9508
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議員総会 
開催
議員総会 
開催
平成30年度事業計画・予算が
承認されました。
（詳細は2頁に掲載）

提言には「鉄道のまち」として地域活性化を促し、
「活力ある白山市」を目指す内容が盛り込まれている。
（詳細は５頁に掲載）

青年部
白山市へ
提言書提出

青年部
白山市へ
提言書提出

今月の
あさがおさん
 vol.42
佐藤　友希さん
　さ　とう　　　ゆ　 き

　『世の中は三日見ぬ間の桜かな』という俳句の
様に、季節のめぐりが速く感じます。桜は咲き、散
ってゆきます。機会を逃さない様にと師に教えら
れました。新年度の始まりです。
　ご意見・ご感想ございましたら、是非、メールで
お知らせ下さい。お待ちしております。
 （竹田）

E-mail：takeda@hakusancci.or.jp

編集後記

TEL 274-4724  FAX 274-4353
白山市村井町152番地2

迅速! 安心! 安全!
No.1!地域

実績
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IT経営フォーラム「身近な実践事例に学ぶ中小企業のIT経営」
　白山商工会議所人材育成員会では、ITを通じた会員企業の経営効率改善や働き方改革を推進
するため、IT経営フォーラムを企画いたしました。
　身近な中小・小規模企業のIT経営への取組事例の紹介や、ITツール導入時のコスト、苦労さ
れた点等のお話をお聞きすることで、今後、ITツールの導入を検討されている皆様にとって、少
しでも何かのご参考になれば幸いに存じます。
　この機会に是非、ITツールの活用や業務の効率化についてご検討されてはいかがでしょうか。

日　　時　　5月11日（金）　午後2時~4時
場　　所　　グランドホテル白山
対　　象　　どなたでも（会報に同封したチラシにてお申込み下さい）
受 講 料　　無料
内　　容　　事例発表とパネルディスカッション

協和道路㈱　（道路舗装工事業）
㈱ケイエスディ　（各種システム開発業）
北本運輸㈱　 （一般貨物自動車運送業）
北崎自動車工業㈱　 （自動車整備業・一般貸切旅客運送業）
ホクショー㈱ 　（物流自動化システム機器製造業）
㈱池元　（左官・外構工事業）　　　　　　　　　の6社を予定

主催:白山商工会議所　人材育成委員会




